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有機発光ダイオードは酸化による劣化を原因とする短寿命という欠点があり，封止という工程

が必要となる．そこで，無機材料を導入し，有機無機ハイブリッド材料を用いてダイオードを作

製することでこの欠点が改善され，素子の長寿命化が期待される．しかし，有機発光材料が無機

材料内で分散されにくいという問題がある[1]． 

本研究ではビニル基をもつ有機・無機材料を選択し，それらを化学結合することにより材料間

の相溶性を求めた有機無機ハイブリッド薄膜を作製した．高分子系有機発光材料の

poly[2-methoxy-5-(3′,7′-dimethyloctyloxy)-1,4-phenylenevinylene] (MDMO-PPV)を製膜後，その薄膜を

シランカップリング剤 vinyltrimethoxysilane (VTMO)と反応開始剤 Benzoyl peroxide (BPO)を混合し

た溶液に浸漬する．VTMOが有するビニル基をMDMO-PPVとの反応基として使用し，BPOの加

熱により得られるラジカルでそれらを反応させた．この反応により発光材料の構造変化が確認さ

れた[2]． 

ラジカル反応後の薄膜を高温高湿環境下に置くことでゾルゲル反応を起こし，発光材料間に架

橋構造の形成を試みた．加湿処理後の薄膜の表面を SEMで観察した結果を Fig. 1に示す．この処

理後の薄膜表面のみに凹凸がみられたことから，薄膜に残存した VTMOのメトキシ基での加水分

解反応，また縮合反応による化学構造の変化が推測される． 
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Fig. 1 SEM image of thin film surface after humidity treatment. 
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